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研究成果の概要（和文）：本研究では、カリブ海、セント・ヴィンセントおよびグレナディーン諸島国ベクウェ
イ島における「先住民生存捕鯨」の社会文化的意義について調査を実施した。ベクウェイ島では、捕鯨をホエー
ル・ウォッチングに転換することをめざす反捕鯨NGOが、2014年に捕鯨活動の中心であった銛手から捕鯨ボート
を買収、同銛手は捕鯨から引退した。その結果、活動中の捕鯨チームは2チーム、捕鯨ボートも2隻となり、同島
の先住民生存捕鯨は弱体化した。引退した銛手と元捕鯨者の計2人がNGOの援助を受け、ホエール・ウォッチング
の創業を準備している。4年の研究期間中にベクウェイ島の先住民生存捕鯨を取り巻く社会文化的状況は大きく
変貌した。

研究成果の概要（英文）：This study examined the socio-cultural significance of the "aboriginal 
subsistence whaling" among the people of Bequia, St. Vincent and the Grenadines. In 2012, an 
anti-whaling NGO launched a campaign aimed at converting whaling into whale watching in Bequia. In 
2014, the same NGO bought a whaling boat from the most skillful harpooner who had led his whaling 
team since 1996. This purchase caused a stir within the local community, which had a 
well-established whaling tradition. As of 2017, two whaling teams and two whaling boats still 
operate in Bequia. However, the whaling activities have slowed due to the retirement of the most 
skillful harpooner. The retired harpooner and another ex-whaler have begun to prepare for the whale 
watching business with some financial aids provided by the NGO. During my research period, the 
socio-cultural circumstances surrounding the aboriginal subsistence whaling among the people of 
Bequia have changed considerably.

研究分野： 文化人類学
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１．研究開始当初の背景 
 
（1）「先住民生存捕鯨」とは国際捕鯨取締条
約附表第13項(b)において承認されている捕
鯨の一形態である。2012 年時点では、①米国
アラスカ州の先住民イヌピアットとユピー
トによるホッキョククジラ捕鯨、②ロシア連
邦チュコト自治管区の先住民チュクチ、ユピ
ートによるコククジラ捕鯨とホッキョクク
ジラ捕鯨、③デンマーク領グリーンランドの
先住民カラーリットによるナガスクジラ捕
鯨、ホッキョククジラ捕鯨、ザトウクジラ捕
鯨、ミンククジラ捕鯨、④セント・ヴィンセ
ントおよびグレナディーン諸島国ベクウェ
イ島民によるザトウクジラ捕鯨、⑤米国ワシ
ントン州の先住民マカーによるコククジラ
捕鯨が実施可能とされている。但し、⑤は米
国の国内政治事情により一時停止されてい
る。 
 
（2）その先住民生存捕鯨の実態は次のとお
りである。①米国アラスカ州の先住民イヌピ
アットは捕鯨を実施するために年間4万ドル
以上の経費が必要であるが、米国政府が鯨産
物（鯨肉、脂皮など）の現金販売を認めてい
ないため、他の仕事に従事することによりそ
の経費を賄っている。②ロシア連邦チュコト
自治管区の先住民チュクチは村の公営企業
に雇用され、捕鯨やアザラシ類の狩猟に従事
することにより賃金の支払いを受け、一方、
村人は現金により鯨肉を購入する。③グリー
ンランドにおいては、ナガスクジラ捕鯨は捕
鯨砲を装備した近代型の捕鯨船により実施
され、鯨産物は捕鯨従事者にとって必要不可
欠な現金収入源となっている。④ベクウェイ
島における捕鯨はヨーロッパ系およびアフ
リカ系移住者の子孫により実施され、捕殺さ
れたザトウクジラの鯨産物（鯨肉、脂皮など）
は島民に現金販売されている。捕鯨従事者は
入手した現金により、捕鯨の必要経費を賄い、
捕鯨を維持している。 
 
（3）これらの実像は、一般的な先住民生存
捕鯨のイメージ、「辺境の地に住む先住民が
自らの生活のために命を賭けて鯨を捕って
いる」とは大きく異なっている。このような
イメージと鯨類資源の持続的利用よりも鯨
類資源の保護が優先する西欧的価値観の中
で、近年、先住民生存捕鯨もできる限り狭義
に考え、その実施を制限していこうとする動
きも活発になっている。筆者の調査地である
セント・ヴィンセントおよびグレナディーン
諸島国ベクウェイ島においても捕鯨をホエ
ール・ウォッチングに転換させようとする反
捕鯨 NGO が活動を始めている。このような捕
鯨民の生活の現実を無視した虚構の先住民
生存捕鯨像に基づく反捕鯨国および反捕鯨
NGO の動きに対して、現地の実情を知る私た
ち文化人類学者は先住民生存捕鯨研究の再
構築を迫られているのである。 

 
２．研究の目的 
 
（1）ベクウェイ島内の捕鯨実施 2 コミュニ
ティおよび周辺地域における参与観察、聞き
取り調査により、先住民生存捕鯨の実施状況
にかかる基礎的資料を収集すると共に、同コ
ミュニティおける当該捕鯨のもつ社会文化
的意義を解明し、あわせてセント・ヴィンセ
ントおよびグレナディーン諸島国全体の社
会文化的文脈における先住民生存捕鯨の位
置づけをより明確にする。 
 
（2）さらに、それらの事実に基づいて、先
住民生存捕鯨が内包する問題点、矛盾点など
を現代的視点から考察し、鯨類保護という西
欧的価値観が優先する国際関係の下でのベ
クウェイ島の先住民生存捕鯨および他地域
の先住民生存捕鯨の次世代への継承をめざ
して、先住民生存捕鯨の新しい枠組みを確立
する。 
 
３．研究の方法 
（1）ベクウェイ島内の捕鯨実施 2 コミュニ
ティおよび周辺地域において、先住民生存捕
鯨にかかる参与観察および聞き取り調査を
実施し、ベクウェイ島の先住民生存捕鯨にか
かる基礎的資料を収集する。 
 
（2）セント・ヴィンセントおよびグレナデ
ィーン諸島国農林水産省水産局および国家
安全省グレナディーン諸島問題局ほか政府
関係機関、大学ほか研究機関、NGO（捕鯨擁
護／反捕鯨の双方）などにおいて先住民生存
捕鯨関係の聞き取り調査を実施すると共に
関連文献を収集する。 
 
（3）収集した各種資料を基礎にして、ベク
ウェイ島の先住民生存捕鯨にかかる問題点、
課題などを整理したうえで、他地域の先住民
生存捕鯨の事例を随時参照しながら、可能な
範囲内で先住民生存捕鯨の新しい枠組みを
提示する。 
 
４．研究成果 
 
（1）捕鯨関係者間における鯨産物（鯨肉、
脂皮など）のシェアー・システムによる分配、
捕鯨関係者から親族、友人への鯨産物の贈与
および島民への現金販売が、島中に鯨産物を
行き渡らせることを可能にしている。ベクウ
ェイ島民は、少なくとも年に一度鯨産物を入
手し、食することにより捕鯨の島の住民であ
ることを再認識している。そしてその再認識
が地域社会における捕鯨文化の擁護継承に
役立っていることを確認した。 
 
（2）手漕ぎ・帆推進の捕鯨ボートに乗り、
手投げ銛とヤスによりザトウクジラを仕留
めるという旧来の捕鯨方法を用いる限り、ベ



クウェイ島のザトウクジラ捕鯨は捕りすぎ
ない捕鯨、捕れすぎない捕鯨、すなわち結果
としての資源の持続的利用型捕鯨となって
いる。また、過去においては母仔連れに見え
る鯨を時には捕殺してきたベクウェイ島の
捕鯨方法は、西洋人の眼には残酷に映るかも
しれないが、実際には鯨捕りたちの安全面と
ザトウクジラ群の存続にとって最適の捕鯨
方法であったことも判明した。 
 
（3）ベクウェイ島の捕鯨においては、捕鯨
者としての能力、捕鯨クルーをまとめること
ができる人望、そして捕鯨業を維持しうる資
金力のある者が銛手となり、捕鯨を取り仕切
ってきた。そこには捕鯨の自主管理制度と呼
べるものが備わっていたのである。ベクウェ
イ島のような小規模地域捕鯨の管理は、国家
の干渉をできる限り差し控え、捕鯨従事者に
任せておくことが最善であるということを
確信した。 
  
（4）北米および欧州からの避寒地であるベ
クウェイ島においては、長年に渡って捕鯨と
観光は並存してきた。しかしながら、2012 年
に反捕鯨 NGO により捕鯨をホエール・ウォッ
チングに転換しようとする運動が始められ、
2014年に同NGOが当時捕鯨の中核人物であっ
た銛手の所有する捕鯨ボートを買収、同銛手
は捕鯨から引退した。その結果、活動中の捕
鯨チームは 2チーム、稼動中の捕鯨ボートも
2 隻となり、ベクウェイ島の先住民生存捕鯨
は弱体化した。それが、過去 4年間のザトウ
クジラの捕殺数3頭という数字にも表れてい
るということを明らかにした。 
 
（5）反捕鯨 NGO が買収した捕鯨ボートは米
国帆船式捕鯨時代の捕鯨ボート建造技術を
受継ついできた最後のボートであり（現在稼
働中の2隻の捕鯨ボートは漁船を改装したも
の）、その捕鯨ボートが捕鯨に使用されなく
なった結果、捕鯨文化の一面が過去から断絶
された。それが各国の反捕鯨団体にベクウェ
イ島の捕鯨が先住民生存捕鯨ではなくなっ
たという主張の一つの根拠となっているこ
とを確認した。 
 
（6）捕鯨から引退した銛手と元捕鯨従事者
の計 2名が反捕鯨 NGOからの財政的支援を受
け、ホエール・ウォッチングの創業をめざし
て準備を進めている。筆者が調査研究に従事
した 4年間において、ベクウェイ島の先住民
生存捕鯨は大きく変貌したとういう事実を
正確に記録に留めた。 
 
（7）現代社会における実施可能な先住民生
存捕鯨として、「捕鯨に文化的、栄養的、経
済的必要性があり、かつ捕殺対象となってい
る鯨種が絶滅の危機に瀕していない限り、先
住民生存捕鯨を含めて、いかなる形態の捕鯨
も容認されるべきである」とする枠組みを案

出した。 
 
（8）中長期的（10～15 年以内）には、ベク
ウェイ島の先住民生存捕鯨は消滅すると(期
待をこめて)主張する反捕鯨 NGO 関係者も存
在する。筆者としては、今後の調査研究にお
いて、本研究では漠然とした形でしか提示し
えなかった現在社会における実施可能な先
住民生存捕鯨の枠組みの精緻化に努めると
共に、ベクウェイ島の先住民生存捕鯨の次世
代以降への継承に向けての方策についても
鋭意検討していく所存である。 
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